
2014年12月15日（月）、16日（火）、 
ミャンマー・ヤンゴンにて官民ミッションを実施した。
1日目は政府・医療関係者を招いてセミナー・展
示会、2日目は病院・医科大学訪問を行った。 
 

MEJセミナー 
日時：2014年12月15日（月） 
会場：PARKROYAL, Yangon 
主催・運営：経済産業省、MEJ 
後援：ミャンマー保健省、People’s Health 
Foundation、JETRO、JICA、Myanmar 
Association of JAPAN ALUMNI、日本・ミャ
ンマー医療人育成支援協会 
参加企業（ABC順）：アライドテレシス、富士
フイルム、みずほ銀行、ナカシマメディカル、NEC、
日本光電、オージー技研、オリンパス、シップヘル
スケア、シスメックス    
ミャンマー保健省 Than Aung大臣のスピーチ
で幕を開けたセミナーは、政府・医療関係者を
中心に約150名が来場した。午前は、医科大
学ⅡのZaw Wai Soe学長よりミャンマーの救
急医療の現状、日本との協力が紹介された。続
いて、岡山大学 氏家良人教授より日本の救
急体制について講演が行われ、活発な質疑応
答が行われた。来場者アンケートでは、救急医
療分野での日本の協力を期待する声が多数寄
せられた。 

オカラッパ病院、医科大学Ⅱ見学 
2日目午後は、医科大学Ⅱのティーチング・ホ
スピタルであるオカラッパ病院（Okkalapa 
hospital）を訪問。ヤンゴン総合病院よりさら
に老朽化が進む建物で、ヤンゴン総合病院と
は異なり、古い機器が目立った。見学中、病
院関係者と参加企業の意見交換も活発に行
われた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
医科大学Ⅱでは、前日のセミナーで講演頂い
たZaw Wai Soe学長はじめ、教授陣の歓迎
を受けた。岡山大学、新潟大学、金沢大学、
北里大学などとの研究分野での協力や学生
受け入れなどの交流が紹介され、改めて日本
の協力に謝意の表明があった。 
◆ロンジー◆ 
ミャンマーでは、男性も女性も巻きスカートのよ
うなものを身に着けている姿を目にする。これは、
ロンジーと呼ばれるミャンマーの伝統的な民族
衣装で、セミナーでも 
多くのミャンマー人が 
このロンジーを身に 
着けていた。涼しく 
便利だが、一枚の 
布をうまく固定する 
のは難しく、落ちて 
きたロンジーを度々 
直す日本人参加者 
の姿も…。 

昼食時には、ランチョンセミナーとして日本の参加
企業によるプレゼンテーションを実施した。午後は、
名古屋大学 後藤秀実教授から内視鏡の最先
端技術、続いて亀田京橋クリニックの戸崎光宏
先生よりミャンマーで罹患率が高いとされる乳がん
の画像診断についてご講演頂いた。 
 

JETRO・JICAによるセミナー 
セミナー終了後、JETROヤンゴンオフィス 高原所
長よりミャンマーの投資環境と日系企業進出動
向についてご講演頂いた。また、JICA ミャンマー
事務所の中谷企画調査員よりミャンマーの保健
制度、JICAの取り組みなどについてご説明頂い
た。ミャンマーの保健制度の特長として、診断費
は無料だが、医薬品・消耗品は患者負担が原
則となっており、経済的負担が大きい（診断はし
てもらえるが、治療の保障はない）ことなどが挙げ
られた。 
 

ヤンゴン総合病院、医科大学Ⅰ見学 
 
 
 
 
  
 
 
 
2日目は、公立のヤンゴン総合病院（Yangon 
General Hospital）を見学した。建物の老朽
化が目立つ建物であるが、2012年からミャンマー
政府総支出における保健省支出が拡大されたこ
ともあり、ここ数年で多くの機器が新たに導入され
たとのことであった。最新のCTやMRIも導入され
ており、新しいトレーニングセンターも併設されてい
た。 
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ミャンマー保健省大臣によるオープニングスピーチに湧くセミナー会場 
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*氏家先生のご講演の様子 

*ヤンゴン総合病院の外観 

    （右） 
病院入り口に
ある薬局 

（左） 
病院関係者と
参加企業 
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